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平成22年12月末現在（　）内は前月比

人　口 33,471人 （＋１） 15歳未満 5,387人 （−１）

65歳以上 5,538人 （−９）

平均年齢 41.13歳

　男 16,119人 （−６）

　女 17,352人 （＋７）

世帯数 12,340戸 （−５）

第22区　佐々井美紗選手（鳴門高校３年）

第１３区  香川和也主将（㈱三洋電機）　から
たすきを受け取る  第１４区  小林力斗選手

　　　　　　　　　　　　　　 （藍中３年）

第24区　井上直人選手（オムロン㈱）

第57回徳島駅伝が４、５、６日の
３日間行われ、板野郡チームは
３位入賞とすばらしい成績を収
めました。 　　　
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「
年
頭
に
あ
た
り
」
藍
住
町
長

　
石
　
川
　
智
　
能

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
長
引
く
不
況
か
ら
立
ち
直
る
こ

と
が
で
き
ず
、
景
気
の
低
迷
は
続
い
た
ま
ま

で
あ
り
ま
し
た
。
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
ま
た
、
記
録
的
な

猛
暑
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
本

町
で
は
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
昨
年
４

月
か
ら
保
育
所
や
幼
稚
園
の
第
３
子
以
降
の

保
育
料
・
授
業
料
を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、

乳
幼
児
等
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら

対
象
年
齢
を
義
務
教
育
終
了
年
齢
の
中
学
３

年
生
ま
で
拡
大
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
に
関
し
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
助
成
を
昨
年
10
月
か
ら
中
学

３
年
生
の
女
子
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
１
月
か
ら
は
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
ま
で
の
女
子
に

拡
大
し
、
あ
わ
せ
て
新
た
に
生
後
２
か
月
か

ら
５
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て「
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
」、「
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
」の
接
種
に
つ
い
て
も
助
成
を
行
う
こ
と

と
し
、
こ
れ
ら
予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
年
次

的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
に
は
藍
住

中
学
校
北
校
舎（
特
別
教
室
棟
）の
改
築
と
南

北
両
幼
稚
園
の
大
規
模
改
修
を
行
う
こ
と
と

し
、い
ま
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
や
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
藍
住
中
学
校
北
校
舎
棟
の
解
体
跡

地
に
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
全
国
規
模
の
大
会
が
開
催
可
能
と

な
る
よ
う
な
新
町
民
体
育
館
を
建
設
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度
に
設
計

を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
分
別
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
進
み
、
大

き
な
効
果
が
表
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
指
定
ゴ
ミ
袋
の

価
格
を
引
き
下
げ
、
あ
わ
せ
て
縛
り
や
す
い

形
状
へ
の
変
更
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
循
環
型
社
会
の
推
進
に
向
け
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

一
昨
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
町
内
外
か
ら
世
代

を
超
え
て
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
今
月
か
ら
使
用
料
金
の
引
き
下
げ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
の
出
店
に
関
し
ま
し
て
は
、
用

地
の
関
係
で
計
画
の一
部
変
更
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
工
事
関
係
者
か
ら
は
、
今
年
、
年
末
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

雇
用
の
確
保
や
町
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も

の
と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
で
は
、

共
通
す
る
行
政
課
題
や
広
域
行
政
へ
の
取

組
、
ま
た
、
今
後
の
徳
島
東
部
地
域
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
な
地
域
振
興
策
と
し
て
、
本
町
を
含
む
東

部
地
域
の
12
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
定
住

自
立
圏
構
想
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
本
年
中
に
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
連
携
の
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
行
財
政
改
革
に
よ
る
行

政
運
営
の
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
身
近
な
生

活
環
境
の
整
備
や
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
産

業
の
振
興
な
ど
を
通
じ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
自
立
し

た
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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「
新
年
を
迎
え
て
」
藍
住
町
議
会
議
長

　
森
　
　
　
志
　
郎

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
春
を
お

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
議

会
に
対
し
ま
し
て
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
連
立
与
党
が
過

半
数
を
割
り
込
む
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。
一

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
政
権

与
党
の
政
治
運
営
に
対
し
て
、
国
民
か
ら
厳

し
い
審
判
が
下
さ
れ
た
結
果
と
な
り
、
国
会

で
は
、
再
び
衆
参
各
院
で
多
数
派
が
異
な
る

「
ね
じ
れ
」
状
態
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
り
混
沌
と
し
て
お
り
、
先
行
き
の
不

透
明
感
が
払
拭
で
き
な
い
情
勢
の
中
で
、
経

済
・
雇
用
対
策
や
地
方
の
活
力
回
復
へ
向
け

て
の
施
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
一
刻
の

猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今

後
の
政
府
に
お
け
る
取
組
み
を
注
意
深
く
見

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
町
に
お

き
ま
し
て
も
同
様
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
自
立
し
た
町

政
運
営
を
目
指
し
て
町
を
挙
げ
て
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果

も
現
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
少
子
高
齢
化
への
対
応
や
防
災
対
策

を
は
じ
め
、
教
育
・
文
化
の
向
上
、
福
祉
の

充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
課

題
も
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
行
政
需
要
に

適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
自
立
・
安
定
し

た
町
政
運
営
に
向
け
て
、
引
き
続
き
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
に
議
員

資
格
決
定
の
議
決
に
よ
っ
て
１
名
が
失
職

し
、
さ
ら
に
12
月
に
は
議
員
の
不
祥
事
に
よ

り
１
名
が
辞
職
す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
様
に

大
変
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
さ
ら

に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
町
理
事
者
と
の
議
論
の
中
で
互
い
の

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
活
力
が
あ
り
魅

力
あ
る
藍
住
町
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る

と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
に

全
力
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に

と
って
今
年
一年
が
健
康
で
明
る
い
幸
せ
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

上
程
議
案
等

９
日

◆
平
成
22
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
と
も
８
千
５
百
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
86
億
９
千
８
百
万
円
と
す
る
）

◆
平
成
22
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）補
正
予
算（
歳
入
歳
出
と
も
１
億

１
千
百
50
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

19
億
２
千
６
百
90
万
円
と
す
る
）

◆
藍
住
町
税
条
例
の
一
部
改
正（
今
後
の
条

例
の
改
正
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
国
か

ら
示
さ
れ
る
条
例
の
例
の
条
項
と
町
条
例

の
条
項
を
一
致
さ
せ
る
た
め
の
改
正
）

◆
藍
住
町
河
川
敷
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正（
使
用
料
を
減
額
す
る
た
め
の
改
正
）

◆
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
関
す
る
議
会
の

議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
（
国
の
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
に
お

い
て
、こ
の
協
定
の
締
結
等
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
）

◆
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
名
称
変
更
に
伴
う
徳

島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　
（
板
野
東
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合

が
板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
組
合

に
名
称
変
更
す
る
た
め
）

　

以
上
町
長
提
案

◆
処
分
取
消
等
請
求
事
件
に
か
か
る
応
訴
に

つ
い
て（
原
告
：
林
惠
子
、
被
告
：
藍
住

町　

代
表
者
藍
住
町
議
会
議
長
森
志
郎
に

係
る
徳
島
地
方
裁
判
所
平
成
22
年（
行
ウ
）

第
25
号
処
分
取
消
等
請
求
事
件
に
つ
い
て

応
訴
す
る
た
め
）

　

以
上
議
員
提
案一

般
質
問

16
日

　

小
川
幸
英
議
員
、
喜
田
敏
夫
議
員
、
林
茂

議
員
、
西
川
良
夫
議
員
の
４
氏
が
登
壇
、
行

政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
一

般
質
問
の
内
容
は
２
月
発
行
予
定
の「
議
会

だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

上
程
議
案
等

21
日

◆
尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の
領
土
領
海

を
守
る
た
め
の
意
見
書
に
つ
い
て

　
（
議
員
提
案
、
可
決
）

12月議会

　

平
成
22
年
第
４
回
藍
住
町
議
会
定

例
会
は
12
月
９
日
開
会
し
、
町
長
提
案

の
６
議
案
と
議
員
提
案
の
２
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
21
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
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◉資源ごみの持ち去りを禁止します
　近年、ごみ集積場所から資源ごみを持ち去る行為が、発生しています。
　そこで町では、廃棄物の減量化・資源化を一層推進するため、平成22年９月に「藍住町廃棄物処理及び清掃
に関する条例」の一部を改正し、ごみ集積場所から資源ごみを持ち去る行為を禁止しました。

◉条例改正の概要
⒈　町または、町から委託を受けた者以外が、ごみ集積場所に出された資源ごみを、収集・運搬することを

禁止します。
⒉　資源ごみを持ち去る者に対して、禁止命令をすることができます。
⒊　禁止命令に違反した者（持ち去り行為者や持ち去りを行わせた法人等）は、

 20万円以下の罰金に処されることがあります。
◉資源ごみ

缶・びん・ペットボトル・古紙・金属類・廃プラスチック類
◉条例施行日　

平成23年１月１日
◉持ち去り行為を見かけたら

⒈　持ち去り行為の日時、場所、持ち去った者や車両等の特徴などの情報を生活環境課または西クリーンス
テーションにお知らせください。

⒉　トラブルを避けるためにも、持ち去り行為を行っている者に話しかけたり、車両を制止したりしないでください。

問  生活環境課（☎６３７・３１１６）　西クリーンステーション（☎６９２・７４１１）

　本町では勝瑞児童館（東小学校区）・住吉児童館（北小学校区）・奥野児童館（南小学校区）・富吉児童館（西小学
校区）・西部児童館（西・北小学校区）の５館で学童保育を社会福祉協議会に委託して実施します。
開設時期　小学校の登校日　放課後～午後６時　　小学校の休業日　午前８時～午後６時（日曜日、祝日除く）
申請期間　２月10日（木）～２月18日（金）　午前９時～午後５時
受付場所　児童が通学する小学校区の上記５児童館
対象学童　町内に居住する小学校１年生から３年生までの児童で保護者が就労等の理由により放課後に適切な

保護が受けられない家庭の児童
利 用 料　月額 5,000円
※申請に必要な申込書等は上記５児童館と福祉課に備えてあります。
※入会決定は、入会申請受付順となります。

問  福祉課（☎６３７・３１１４）

　平成23年１月から、子宮頸がん・
ヒブ・小児肺炎球菌のワクチン接
種助成事業が始まりました。接種
費用が全額助成となり、無料で 
ワクチン接種ができる対象者は 
右の表のとおりです。

ワクチンの種類 対　象　者  
子宮頸がん予防ワクチン 中学１年生～高校１年生相当年齢の女子
ヒブワクチン 0～4歳の乳幼児 
小児用肺炎球菌ワクチン 0～4歳の乳幼児

問  保健センター（☎６９２・８６５８）

資源ごみの持ち去り禁止条例が施行されました

平成23年度放課後児童健全育成事業（学童保育）申込受付

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・  　
小児肺炎球菌ワクチンの予防接種助成事業

資源ごみの資源ごみの

無断持ち去り行為は
条例で禁止です！
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　平成23年４月１日から指定ごみ袋の販売価格の引下げを行います。
　また、家庭用ごみ袋については、形を長方形のものから手提げ袋タイプ（マチ付き）に変更しますので、ごみ
出し作業が容易になります。
　販売価格と規格（形）等は、次のとおりです。

Ｑ：なぜ、いま指定ごみ袋の販売価格を引下げるのですか
Ａ：　平成19年９月の指定ごみ袋の導入以来、３年余が経過し、この間、住民の皆さんのご理解とご協力を

いただき、当初の目的である「ごみの分別と減量化」を推進することができました。
　ちなみに、 21年度の燃えるごみの排出量は、対18年度比で18％の減少となりました。
　そこで、住民の皆さんからご要望の多かった指定ごみ袋の販売価格を、平成23年４月１日から引下げ
ることになりました。
　今後とも引き続き、ごみの分別と減量化にご協力ください。

Ｑ：指定ごみ袋の販売価格はいくらになるのですか
Ａ：１セット（10枚入）の販売価格は次のとおりです。

（家庭用指定ごみ袋） （事業所用指定ごみ袋）

大きさ（容 量） 新価格 旧価格 大きさ（容 量） 新価格 旧価格

大 (４５ℓ) ２５０円 ３５０円 大 (９０ℓ) ３５０円 ４５０円

中 (３０ℓ) １５０円 ２５０円 中 (４５ℓ) ２５０円 ３５０円

小 (２０ℓ) １００円 １５０円

Ｑ：指定ごみ袋の口が結びにくいのですが…
Ａ：　住民の皆さんから「ごみ袋の口が結びにくい」とのお声に対応させていただくため、この度、家庭用ご

み袋のみ形を従来の長方形から手提げ袋タイプ（マチ付き）に変更します。
　これによりごみ出し作業が容易となり、袋の口も結びやすくなります。
　また、見た目は、全体的に少し小さくなりますが、容量は従前のとおりです。小サイズは15ℓから
20ℓとなり５ℓ増加しています。

Ｑ：指定ごみ袋の買い置きがあるのですが、４月以降は使えなくなるのですか
Ａ：家庭にある購入済み（古いタイプ）の指定ごみ袋は、平成23年４月以降も引き続き使用できます。

Ｑ：新しい指定ごみ袋はいつから買えるのですか
Ａ：平成23年４月１日から町内の指定販売店でお求めください。

問  生活環境課（☎６３７・３１１６）

指定ごみ袋の販売価格を
引下げます

マイバッグ持参運動にご協力を!!
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◉ご自宅のパソコンで申告書等の作成が簡単にできます!
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用して確定申告書が簡単に作成できます。（サービ
スの提供開始は１月初旬からとなっています）
 　また、その申告書はインターネットを利用して、直接電子申告するかＡ４サイズの普通紙に印刷し、添
付書類とともに郵送等で税務署へ提出できます。
 　詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。（国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp）

◉贈与税の申告と納税をお忘れなく!
　平成22年１月１日から平成22年12月31日の１年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、
贈与税の申告と納税が必要となります。
 　なお、贈与により取得した財産について、住宅取得等資金の非課税制度と相続時精算課税制度の適用を
受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。

◉平成22年分確定申告書等の提出と納税期限
税       目 申告・納税の期限 提出書類受付時間 申告相談時間 申告相談受付時間
所  得  税 平成23年３月15日（火）

午前８時30分～　
　　　午後５時

午前９時～　　　
　　　午後５時

午前９時～　　　
　  午後４時30分

消費税・地方消費税 平成23年３月31日（木）
贈  与  税 平成23年３月15日（火）

◆所得税の確定申告の相談・受付は、２月16日（水）からです。
 　（税金の還付等を受けるための確定申告書は、平成23年１月１日以降提出することができます）
◆贈与税の相談・受付は２月１日（火）からです。
 ◆土・日・祝日は鳴門税務署での相談・受付は行っていません。
 　（ただし、郵送等または時間外収受箱への投かんにより申告書等を提出することはできます）

◉振替納税をご利用の方の振替納付日
税       目 振　替　日 　◆預金残高のご確認をお願いします。

　　　　　 問  鳴門税務署（☎６８５・４１０１）
所  得  税 平成23年４月22日（金）

消費税・地方消費税 平成23年４月27日（水）

～税務署からのお知らせ～

　このたび、国の補正予算成立にあわせて、木造住宅の耐震改修に要する費用の一部を支援する制度が始まりました。
　これまで、工事費（耐震改修関連工事以外は含まれません）の２/３以下で最高60万円の助成が受けられました
が、国からの支援30万円が上乗せされ、最高90万円の助成が受けられるようになりました。
　この機会に、耐震改修を検討されてはいかがでしょうか？
※ ただし、すでに耐震診断を受け、「倒壊する可能性が高い住宅」と判定さ れた住宅が対象となります。

しめきり：２月28日（月）（先着順）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 申・問  総務課（☎６３７・３１１１）

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない「NHK放送受信料全額免除世帯」に対する
支援を行っています。
　今回、その支援の対象に「市町村民税非課税世帯」を加えることになりました。
　具体的には、まだ地上デジタル放送に対応できていない「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯」に、
簡易なチューナー（1台）を無償で給付（配布）します。
申込受付：１月24日～７月24日（消印有効）
　詳しくは、総務省 地デジチューナー支援実施センター（☎０５７０・０２３７２４）へお問い合わせください。
＊NHK放送受信料全額免除世帯への支援のお問い合わせは、総務省 地デジチューナー支援実施センター（☎０５７０・０３３８４０）まで

木造住宅の耐震改修

地上デジタル放送視聴のための低所得者支援の拡大
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　国民健康保険の加入者全員が65歳から74歳の方のみで構成される世帯等の国民健康保険税は、原則として特
別徴収（年金から天引き）による納付となりますが、これからの国民健康保険税を『口座振替』により納めていた
だける方は、特別徴収の対象者であっても普通徴収（口座振替）による納付を選択することができます。
　口座振替を希望される方は、１月28日（金）までに役場税務課で申請手続きをお願いします。

【申請に必要なもの】　①国民健康保険者証　②預金通帳　③通帳の届出印
　　　　　　　　　　（従来から口座振替による納税をされていた方は認印のみ持参いただければ結構です）

※口座振替は町税（町・県民税、軽自動車税、固定資産税、国民健康保険税）すべての契約となりますので、国
民健康保険税だけの口座振替を選択することはできません。

※「年金からの天引き」を希望される方は、届出の必要はありません。
※国民健康保険税の納付状況によっては、特別徴収になる場合があります。　　   問  税務課（☎６３７・３１１７）

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金から天引き）されるのが原則ですが、年金天引きを中止して口座振
替へ変更することもできます。
　口座振替を希望される場合は、【後期高齢者医療保険料納付方法変更申出書】を提出していただく必要があり
ます。口座契約をされていない方は、【後期高齢者医療保険料納付方法変更申出書】と【口座振替依頼書】を提出
していただくようになります。
　口座振替を希望される方は、１月28日（金）までに役場健康推進課で申請手続きをお願いします。
　お申し出の時期によっては特別徴収の中止時期が異なりますので、ご注意ください。

【申請に必要なもの】　①後期高齢者医療被保険者証　②預金通帳　③通帳の届出印　④被保険者の認印

※「年金からの天引き」を希望される方は、届出の必要はありません。
※口座契約のみでは年金からの天引きを中止することができません。
※口座振替へ変更後、保険料の滞納が続きますと、特別徴収へ戻る場合があります。

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）

　１月は、町県民税（第４期）・固定資産税（第４期）・後期高齢者医療保険料（第６期）の納付月です。
納期限は、町県民税・固定資産税は１月25日、後期高齢者医療保険料は１月31日です。
口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。

問  税金は税務課（☎６３７・３１１７～３１１８）　保険料は健康推進課（☎６３７・３１１５）

国民健康保険税（特別徴収）の納付方法が変更できます

後期高齢者医療制度保険料の納付方法が変更できます

　固定資産税の対象となる償却資産を所有している人は、毎年１月１日現在の資産状況を１月31日までに資産
の所在する市町村へ申告しなければなりません。
　償却資産とは、会社や個人で工場や商店、農業などを経営している人や駐車場やアパートなどを貸し付けし
ている人が、その事業のために用いている構築物、機械、機器、備品などの有形固定資産です。
◉償却資産の対象になるものは

飲食店……………（厨房設備、カラオケセットなど） 医院………………（ベッド、手術台、Ｘ線装置など）
工場………………（各種製造設備、受変電設備など） 小売店……………（商品陳列ケース、冷蔵庫など）
建設業……………（パワーショベル、ポータブル発電機など） 農業………………（選別機、籾摺り機など）
理容業・美容業…（理・美容椅子、洗面設備など） 不動産貸付………（アスファルト舗装、花壇など）

問  税務課（☎６３７・３１１７）

申告は１月31日までに償却資産（固定資産税）
の申告はお済みですか？

今月の税金と
保険料の納付の

お知らせ



消防団が年末警戒を実施

No 802広報あいずみ ■ 8

東 小 で も ち つ き

高齢者自転車安全運転　　　　
　　　　　　　競技大会で優勝

新浄水場が完成しました

優勝した福寿会のメンバー

実技テスト

石川町長らによる各分団の巡回

て
、　

田
植
え
、
稲
刈
り
、
わ
ら
細
工
、

も
ち
つ
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
も
ち
つ
き
を
し
て
以
来
の
児

童
が
多
く
、
最
初
は
お
そ
る
お
そ
る
つ
い

て
い
た
杵き
ね

も
、
だ
ん
だ
ん
と
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は「
つ
く
の

は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
家
で
は
で
き
な
い

体
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。お
も
ち
は
、

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
。」と
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
部
地
区
協
代
表
の
山
本
さ
ん

は「
皆
が
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。１
年
を
通
じ
て
の
行
事
な
の
で
、

お
互
い
が
顔
見
知
り
と
な
り
、
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
の
が
一
番
う
れ
し
い
。　

子
ど

も
と
の
ふ
れ
あ
い
が
良
い
思
い
出
に
な

る
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
東
小
学
校
６
年
生

児
童（
58
人
）が
、
同
校
で
も
ち
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
小
学
校
で
は
、
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
、
東
部
地
区
協
の
協

力
を
得
な
が
ら
１
年
間
を
通
じ みんなで呼吸を合わせて1.2.3最新技術を駆使した配水池

（貯水容量7,650ｔ）

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は
、

石
川
町
長
が「
こ
の
浄
水
設
備
は
人
口

３
万
５
千
人
を
対
象
と
し
た
耐
震
構
造
、

硬
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
し
、
特
に
配

水
池
Ｐ
Ｃ
構
造
物
と
し
て
は
、
県
下
最
大

の
容
量
を
誇
る
最
新
技
術
を
駆
使
し
た
浄

水
場
で
す
。」と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
新
浄
水
場
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
水
丸
く
ん
）の
愛
称
募
集

で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
西
小
学
校
５
年
生

の
池
尾
多
都
紀
さ
ん
、
南
小
学
校
５
年
生

の
上
村
玲
奈
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
新
浄
水
場
完
成
に
よ
り
各
家

庭
へ
今
ま
で
以
上
に
安
心
で
安
定
し
た
水

道
水
の
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
新
浄
水
場
内
で
町
議

会
議
員
や
関
係
者
の
出
席
の
も

と
、
藍
住
町
新
浄
水
場
の
落
成
記

　

町
内
消
防
団（
７
分
団
）が
、
12
月
29
、30

日
、
恒
例
の
年
末
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
消
防
分
団
は
、
地
域
住
民
の
安
全
の

た
め
、
管
轄
地
域
の
巡
視
な
ど
を
深
夜
ま

で
行
い
ま
し
た
。
板
野
警
察
署
長
・
石
川

町
長
・
板
野
東
部
消
防
長
・
消
防
団
幹
部

ら
が
、
29
、
30
日
に
警
戒
中
の
各
分
団
を

順
次
巡
回
し
、
状
況
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
激
励
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
町
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は
９

件
で
し
た
。今
年
は
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

火
の
元
に
は
常
日
ご
ろ
か
ら
十
分
注
意
し

て
、
火
災
の
な
い
安
全
な
町
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
26
日
、
県
交
通
安
全
協
会
な
ど
の

主
催
に
よ
り
、
高
齢
者
自
転
車
安
全
運
転

競
技
大
会
が
千
松
自
動
車
教
習
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
に
よ
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
や
交
通
安
全
意
識
の
啓

発
普
及
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
各

警
察
署
管
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
15
チ
ー

ム（
１
チ
ー
ム
選
手
５
人
、
補
欠
２
人
）が

参
加
し
、
実
技
と
学
科
テ
ス
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
５
人
の
総
合
得
点
か
ら
、

本
町
の
福
寿
連
合
会
が
み
ご
と
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

　

福
寿
連
合
会
代
表
の
野
田
正
常
さ
ん
は

「
１
か
月
前
か
ら
練
習
に
励
ん
で
き
た
成

果
が
発
揮
で
き
、
大
変
う
れ
し
い
。
熱
心

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
板
野
署
の
方
に

感
謝
し
ま
す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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正　法　寺　川

バラ園

光洋シーリング
テクノ㈱
徳島工場

正法寺

　

県
道
桧
・
藍
住
線
付
近
の
下
水
道
幹
線
工

事
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
完
了
し
ま

し
た（
左
図
点
線
）。
続
き
ま
し
て
、
次
の
と

お
り
支
線
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す（
左
図
実
線
）。

場
所　

藍
住
町
矢
上

期
間　

平
成
23
年
１
月
～
３
月（
予
定
）

時
間　

休
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

概
要　

汚
水
管
布
設（
約
３
８
０
ｍ
）

　

期
間
中
は
、
通
行
止
め
や
迂
回
な
ど
の
交

通
規
制
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
、
沿
線
の
お
宅
へ

戸
別
に
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
に
も
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

下
水
道
課（
☎
６
３
７・３
１
２
３
）

公
共
下
水
道
管
工
事
の
お
知
ら
せ

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

【
20
歳
か
ら
国
民
年
金
】

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な

く
、万
が
一
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
の
時
に
…
。」

と
後
悔
す
る
前
に
、
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。（
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
中
の
方
は
、
加
入
手
続
き
は

不
要
で
す
）

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
　
（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　
　

住
民
課

　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
３
）

ハ
～
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

　１月からパークゴルフ場の利用料金
が改定されました。
　家族で、友達で、また一人でも楽し
めますので、この機会にパークゴルフ
を体験してはいかがですか？

問  町河川敷運動公園パークゴルフ場
　　（☎693・1020）

パークゴルフ利用料金改定のお知らせ

町
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

 

『
あ
い
プ
ラ
ス
カ
ー
ド
』の

　
ご
利
用
は
お
早
め
に
！

　

昨
年
10
月
に
発
売
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券「
あ
い
プ
ラ
ス
カ
ー
ド
」（
発
行

総
額
５
０
０
０
万
円
）は
、
販
売
早
々

に
完
売
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
品
券
の
ご
利
用
が
ま
だ
の

方
は
、
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
　
平
成
23
年
２
月
28
日（
月
）

ま
で（
期
限
後
は
無
効
）

※
ご
利
用
は
町
内
各
店
の
ノ
ボ
リ
や
ス

テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
お
店
で
！

問 

町
商
工
会（
☎
６
９
２・２
８
１
６
）

区　分
使　用　料　金 用具貸与料金

27ホール 36ホール以上

100円

スティックと
ボールの使用料金

町内の人
一　　　般
小学生以下

300円
100円

500円
200円

町外の人
一　　　般
小学生以下

400円
200円

600円
300円
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第62回  全国人権・同和教育研究大会に参加して
藍住町スローガン　守れ人権　許すな差別

振り返ろう　相手の心　自分の言葉	 ３年　栗尾　成美

君の手を　「一人じゃないよ」と　さしのべて	 ３年　山本　佳奈

やさしい言葉が　笑顔をつくる　みんなの笑顔が　ハートを結ぶ
	 ３年　扶川　侑以

断ち切ろう　語り継がれた　負の遺産	 ３年　福永　達也

藍住中学校生徒作品人権標語

　第62回　全国人権・同和教育研究大会が11月20日（土）21日（日）の2日間、佐賀県で行われました。今大会
のテーマを『しりたい！やってみたい！つながりたい！～誰もが生まれてきてよかったと思える社会の実現
をめざして～』と掲げ、全体会では基調提案・人権教育に取り組んでいく基本姿勢などが示されました。

★「差別の現実から深く学ぶ」ことは普遍のテーマ
差別の現実から深く学び、子どもと親の生活の背景をとらえ、事実から出発し、その願いを受け止め
教育課題を明らかにするということは、人権教育だけでなくすべての教育の中で基本とされるもので
はないだろうか。

★一人一人の自己改革と人権ネットワークのつながりを
子どもたちが自らを解き放ち、表現するようになるためには、日々の生活の実態を見つめ、かすかなつぶ
やきをも聞き逃さない感性と、子どもに寄り添い、子どもの側に立つ基本姿勢が教職員に求められている。
また、教職員も人権問題にどう向き合ってきたか・これからどう向き合っていくか自分自身に問い、教職員
同士のつながりを深め、さらなる人権教育推進のために取り組んでいくことが大切である。

　あらためて人権・同和教育に取り組む基本姿勢を確認し、一人一人の自己改革と人権ネットワークのつ
ながりを強めていくことの大切さを感じました。
　その後の実践報告では、佐賀市立循誘小学校からの特別報告をはじめ、全国各地から多くの取り組みが
報告されました。第1分科会「人権確立をめざす教育の創造」では、
・子どもたちをとりまく差別の現状を明らかにし、さまざまな人権問題と自分の課題を結びつけることが

できる教育内容にどのように取り組んでいるか。
・実践を通して、保育者・教育者が何を学び、どのように変容し、子どもたちの変容につながったか。
・人権確立をめざす「集団づくり・なかまづくり」をどのように創造したか。
などの実践が報告されました。報告者・参加者からさまざまな取り組みや共感の言葉・厳しい指摘など熱

心な討議がなされ、貴重な時間となりました。
　今大会に参加して、全国人権・同和教育大会に初めて参加した新任
のころの自分を思い出しました。どのように人権教育に取り組んでき
たのか・どのように子どもたちと関わってきたのか自分を見つめ直し、
これからどう取り組んでいくのかを考える機会となりました。全国の
取り組みから学び、今大会で得たさまざまな思いを大切にし、人権教
育に取り組んでいきたいと思います。　　　

 藍住北小学校　和田　淳子
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平成 22 年朝食アイデア献立コンクール
★ヘルシーモーニング部門　　　   最優秀賞★
　　　　サッパリ夏ごはん   　　　　藍住南小学校　６年　秦　菜乃子

●作り方
★ごはん
①／ご飯を炊く。（米を洗い、分量の水を入れて炊く）

★卵焼き
①／フライパンにごま油をひき、溶いた卵を流し入れて焼き、
　　丸めて切る。皿に盛り、ミニトマトを添える。

★酢の物
①／材料を準備する。
　　◆枝豆…塩ゆでしてさやから豆を取り出す。
　　◆水菜…食べやすい大きさにちぎる。
　　◆春雨…半分に切り、熱湯でもどす。
　　◆鶏ミンチ…炒める。
②／ボウルに材料と甘酢Ａを入れて和える。
★オクラのズルトロポタージュ
①／オクラ…うぶ毛を塩ですりおとすようにもんでから、 洗い流し、額を切り落とす。
②／じゃがいも…皮をむいてスライスし、軽く水にさらしてから水気をきる。
③／①と②を耐熱皿に並べ、ラップをふんわりかけてレンジで約5分加熱する。
④／ミキサーに③と牛乳を入れて、なめらかになるまで攪拌する。
⑤／塩、こしょうで味を整え、パセリを飾る。　　⑥／お好みでしょうゆを加える。

●献立のいいところ、工夫したところ
お肉をあまり使わずに、ヘルシーで野菜が豊富な朝ご飯にしあげました。7.8月が旬のオクラをスープは新しい食感で、
予想以上においしいです。たくさんの野菜が入っているけど、苦手な人でも食べられる味付けにしました。
◆エネルギー：799kcal　◆タンパク質：24.1ｇ　◆脂質：13.2ｇ　◆炭水化物:139.9ｇ 
◆カルシウム：192mg　◆塩分:2.3ｇ

●材料４人分

★ごはん
　　米　　　　　　４合
　　水　　　　　　４カップ
★卵焼き
　　卵　　　　　　４個　　
　　ごま油　　　　小さじ１
　　ミニトマト　　８個

★酢の物
  　枝豆　　　　　１２房
  　水菜　　　　　1/４束
  　春雨　　　　　２０本　
  　鶏ミンチ　　　大さじ４　
  　　塩　　　　　小さじ1/3
  Ａ　酢　　　　　大さじ３
  　　砂糖　　　　大さじ３

★オクラのズルトロポタージュ
  　オクラ　　　　２ネット
  　じゃがいも　　２個
  　牛乳          ２カップ
  　塩　　　　　　小さじ１
  　こしょう　　　少々
  　パセリ　　　　少々

１
０
０
歳

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

明
治
44
年
生
ま
れ
の
郡

戸
頼
一
さ
ん（
勝
瑞
）が
、
１

月
３
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
石
川
町
長
ら
が
自
宅
を
慶
祝
訪

問
し
、祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

郡
戸
さ
ん
は
、
大
変
お
元
気
で
、
自
分
の

こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
る
そ
う
で
、
何
で
も
食
べ
て
、
人
と

話
を
す
る
こ
と
が
元
気
の
秘
訣
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
家
族
や
親
戚

の
方
々
に
祝
っ
て
い
た
だ
き

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」と
う
れ
し
そ
う
に
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。（
１
月
３
日
現
在
町
内
の
１
０
０
歳
以
上

の
方
は
、
男
性　

２
人　

女
性　

３
人
）

郡戸　頼一さん
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健
康
料
理
教
室

～
今
か
ら
始
め
る
生
活
習
慣
病
予
防
～

　

生
活
習
慣
病
は
、
食
事
な
ど
の
普
段
の
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
予
防
で
き
ま

す
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時　

１
月
27
日（
木
）

午
後
６
時
～
８
時
30
分

場

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

ミ
ニ
講
座
、
調
理
実
習
と
試
食

講

師　

医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

タ
オ
ル

定

員　

25
人

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
締
切　

１
月
21
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

食
生
活
教
室

 

　

食
生
活
は
、
健
康
の
基
本
と
な
る
も
の
で

す
。
一
年
を
生
き
生
き
健
康
で
過
ご
す
た
め

に
食
事
の
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日

時　

１
月
24
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内

容　
「
血
液
を
き
れ
い
に
す
る
食
事
は
？
」

講

師　

㈳
徳
島
県
栄
養
士
会
管
理
栄
養
士

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

１
月
21
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

“
の
び
の
び
～
と

ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
♪
”

日

時　

１
月
24
日（
月
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

参
加
費　

無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主

催　

体
育
指
導
委
員
会
・
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第
21
回

町
混
合
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

日

時　

２
月
20
日（
日
）午
前
９
時
開
会
式

場

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

種

目　

混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格　

小
学
５
年
生
以
上
の
町
内
在

住
者
ま
た
は
在
勤
者

参
加
費　

１
組　

１
５
０
０
円

申
込
締
切　

２
月
10
日（
木
）

※
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

幼
児
い
き
い
き
教
室

　
　
　
　
　
（
申
込
18
日
か
ら
）

　
「
い
つ
も
よ
り
10
分
早
起
き
し
っ
か
り
朝

ご
は
ん
! 」お
い
し
く
て
、
手
早
く
簡
単
に

作
れ
る
朝
食
の
レ
シ
ピ
を
用
意
し
て
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日

時　

２
月
10
日（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

対

象　

幼
児
の
い
る
家
庭
の
方

（
３
歳
～
６
歳
ま
で
）

定

員　

15
人（
申
込
順
）

内

容　

朝
食
レ
シ
ピ
の
調
理
実
習
・
試
食

参
加
費　

無
料

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

申
込
期
間　

１
月
18
日（
火
）～
31
日（
月
）

主

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎６
９
２・８
６
５
８
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

 

日

時　

２
月
２
日（
水
）

 

午
前
11
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

場

所　

富
吉
老
人
憩
の
家

内

容　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

健
康
料
理
の
試
食
会

定

員　

20
人（
申
込
順
）

対

象　

富
吉
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
期
間　

１
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

第
29
回

　
　

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日

時　

２
月
６
日（
日
）小
雨
決
行

※
雨
天
の
場
合
は
、
13
日（
日
）

集

合　

午
前
８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

午
前
９
時
30
分

場

所　

河
川
敷
運
動
公
園

参
加
資
格　

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

申
込
締
切　

１
月
21
日（
金
）

申
込
方
法　

小
・
中
学
生
は
各
学
校
へ　
　

　
　
　
　
　

高
校
生
以
上
は
教
育
委
員
会
ま
で

種

目

◆
小
学
校
１
～
３
年
生　

男
女
２
㎞

◆
小
学
校
４
～
６
年
生　

男
女
３
㎞

◆
中
学
・
高
校
生　

男
女
３
㎞

◆
一
般　

男
女
３
㎞

◆
40
歳
以
上　

男
女
３
㎞

問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

情情報報 NNOOWW
町の掲示板募　

　

集
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開
催
日　

２
月
６
日（
日
）　

受
付
午
前
９

時
か
ら　

小
雨
決
行

集
合
場
所　

町
役
場
駐
車
場

※
駐
車
場
は
、
プ
ー
ル
跡
駐
車
場（
役
場
か

ら
東
へ
１
５
０
ｍ
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共

催　

県
、
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
、

町
、
町
教
育
委
員
会

主

管　

県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

「
青
葉
会
」

●
開
会
式　

午
前
９
時
30
分
～
40
分

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

午
前
９
時
40
分
～
50
分

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

◆
Ａ
コ
ー
ス（
５
㎞
）

　

午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分（
解
散
予
定
）

◆
Ｂ
コ
ー
ス（
10
㎞
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時（
解
散
予
定
）

※
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
桜
づ
つ
み
公
園
で
昼
食
を

と
り
ま
す
。必
ず
弁
当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

　

こ
こ
ろ
の
病
気
に
か
か
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
次
の
予
定
で
講
座
を
開
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
２
回
目

日

時　

２
月
10
日(

木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講

演　
「
こ
こ
ろ
の
病
気

～
不
調
に
気
づ
い
た
と
き
の
対
処
法
～
」

講

師　

鳴
門
シ
ー
ガ
ル
病
院

福
永
明
広
院
長

場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料　

申
込
締
切　

２
月
４
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

藍
住
歩
こ
う
会

「
歴
史
散
歩 

勝
瑞
城
趾
編
」

　
「
あ
い
き
ょ
う
」の
ガ
イ
ド
で
勝
瑞
城
趾
の

魅
力
再
発
見
！
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

約
７
㎞
。

日

時　

１
月
16
日（
日
）

午
前
９
時
45
分
～
午
後
１
時　

10
時
出
発

集
合
場
所　

緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

●
参
加
対
象
者　

上
記
コ
ー
ス
を
歩
け
る
方

（
子
ど
も
の
参
加
可
）

●
参
加
料

１
人
３
０
０
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）当
日
集
金
し
ま
す
。

参
加
者
全
員
に
24
パ
ス
ポ
ー
ト
・
24
ゼ
ッ

ケ
ン
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
募
金
１
０
０
円（
１
人
１
植
運
動
の
趣
旨

　

に
賛
同
の
方
・
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
贈
呈
）

　

開
催
要
項
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
健
康
推

進
課
、町
教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
問 

保
健
セ
ン
タ
ー （
☎
６
９
２
・８
６
５
８
）

ス
キ
ー
教
室
&

　
　
　
　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験

　

毎
年
恒
例
！
岡
山
県
恩
原
ス
キ
ー
場
で
白

銀
の
世
界
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

◆
初
級
ス
キ
ー
教
室
コ
ー
ス

（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
）

◆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
コ
ー
ス

（
初
心
者
対
象
）

◆
フ
リ
ー
コ
ー
ス

（
各
自
が
自
由
に
楽
し
む
）

日

時　

１
月
29
日（
土
）

午
前
５
時
30
分
プ
ー
ル
跡
駐
車

場
出
発（
午
後
８
時
ご
ろ
帰
町
）

行
き
先　

岡
山
県
恩
原
ス
キ
ー
場　

対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
全
会
員

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定

員　

36
人（
先
着
順
）

参
加
費　

小
学
生
以
下　

４
５
０
０
円

中
学
生
以
上　

５
５
０
０
円

※
ウ
ェ
ア
、
靴
等
は
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。

（
別
途
料
金
が
必
要
）

※
幼
稚
園
児
以
下
は
教
室
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

新
春
の
一
日
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
と
体
の
健
康
力
、
地
域
の
絆
、
社
会
の
元
気
力
・
健
康
性

の
回
復
を
目
指
し
て
「
ウ
オ
ー
ク
in
藍
住
町
」
を
実
施
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
大
勢
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。Ａ
コ
ー
ス
（
５
㎞
）Ｂ
コ
ー
ス
（
10
㎞
）
両
コ
ー
ス
と
も
藍
住
町
歴

史
館
「
藍
の
館
」
を
経
由
し
ま
す
。

み
ん
な
で
歩
か
ん
で
！

24
ぐ
る
っ
と
ウ
オ
ー
ク
in
と
く
し
ま

「
奧
村
家
を
訪
ね
て
歩
か
ん
で
！
ウ
オ
ー
ク
in
藍
住
町
」

健
や
か
爽
や
か
ウ
オ
ー
ク
日
本
１
８
０
０　

歩
い
て
ニ
ッ
ポ
ン
を
元
気
に
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大
麻
山
登
山
教
室

　

年
末
年
始
に
つ
い
た
余
分
な
ぜ
い
肉
は
、

山
で
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日

時　

１
月
30
日（
日
）・
２
月
13
日（
日
）

午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

は
午
前
９
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

　
　
　

養
成
講
座
【
初
級
編
】

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
日
本
お
も
ち
ゃ
病

院
協
会
で
は
、
地
域
で
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の

修
理
を
す
る『
お
も
ち
ゃ
の
お
医
者
さ
ん
』を
養

成
す
る
講
座（
受
講
料
無
料
）を
開
催
し
ま
す
。

日

時　

２
月
５
日（
土
）・
２
月
６
日（
日
）

両
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会

場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

定

員　

30
人

受
講
料　

無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
の
み

実
費
負
担
１
７
０
０
円
必
要
）

※
こ
の
事
業
は
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構
の
助
成
金
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

講

師　

日
本
お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
講
師

受
講
期
間　

２
月
～
３
月（
各
講
座
、全
８
回
）

場

所　

町
民
情
報
プ
ラ
ザ（
役
場
４
階
）

受
講
資
格　

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
で

20
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

定

員　

各
10
人

受
講
料　

２
か
月 

５
０
０
０
円（
教
材
費
別
）

申
込
期
間　

１
月
15
日（
土
）～
21
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

★
各
講
座
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め

て
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。

当
選
者
の
方
に
は
、
１
月
31
日（
月
）ま
で

に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

★
応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７
・
３
１
３
０
）

内

容　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
の
基
礎
、
お

も
ち
ゃ
診
断
、
テ
ス
タ
ー
製
作
実
習
な
ど

準
備
物　

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ

ー
小
型
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
、
所
持
さ
れ
る
方
は
半
田
ゴ
テ
、
敷
き

布
ま
た
は
古
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
昼
食

申
込
締
切　

１
月
28
日（
金
）

申
・
問 

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
９
２
・
９
９
５
１
）

N
H
K
学
園

平
成
23
年
度
生
徒
募
集
!

　

N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学
校

「
４
月
生
普
通
科
」と
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー

ス「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
」

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

募
集
内
容

▼
高
等
学
校　

４
月
生
普
通
科（
３
年
生
）

▼
高
等
学
校　

専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

出
願
期
間　

４
月
生
普
通
科

２
月
１
日
～
４
月
20
日（
必
着
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

２
月
１
日
～
３
月
22
日（
必
着
）

問 

N
H
K
学
園

（
☎
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１　

代
表
）

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
・
０
６
・
８
８
８
１
）

　 交通安全協会による優良運転者表彰の候補
者を募集しています。 次の条件に該当する方
は届出をお願いします。

条　件
①交通安全協会の会員であること。
②二輪免許（原付含む）または、普通免許以上

の保有者であること。
③10年以上無事故・無違反であること。
（地区交通安全協会表彰）

④15年以上・20年以上・30年以上無事故・無違
反であること。（県警察本部長・徳島県交通
安全協会長連名表彰）

※無事故・無違反の継続年数は、平成23年１
月31日現在での計算
となります。

申込に必要なもの 
★運転免許証
★印鑑

申込締切 １月28日（金）午後５時

申 ・問  総務課（☎６３７・３１１１）

優良運転者表彰の
申し込みは

１月 28 日までに

平成 22 年度後期パソコン教室　　
講座名 曜　日 時　間  用意する物

基礎講座 （昼） 毎週水曜日
午後 1 時３０分

　　　　　～３時

筆記用具

テキスト

基礎講座 （夜） 毎週水曜日
午後７時３０分

　　　　　～９時

筆記用具

テキスト

ワードエクセル講座（昼） 毎週金曜日
午後 1 時３０分

　　　　　～３時

筆記用具

テキスト

ワードエクセル講座（夜） 毎週金曜日
午後７時３０分

　　　　　～９時

筆記用具

テキスト
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相　
　

談

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

 

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

 　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）  

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」 （
☎
６
８
５
・
５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

●
精
神
障
害
者
家
庭
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

   

（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口

 

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ

た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配
等

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

催
し
物
・
そ
の
他

催
し
物
・
そ
の
他

男
女
共
同
参
画
講
演
会

～
板
野
郡
人
権
教
育
研
修
会
～

　
“
一
人
で
も
多
く
の
人
に
希
望
を
”試
練
を

乗
り
越
え
て
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
自
ら
の

体
験
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　

２
月
４
日（
金
）午
後
２
時
か
ら

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

演

題　
「
傷
つ
け
合
う
家
族

～
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
を
乗
り
越
え
て
～
」

講

師　

藤
木　

美
奈
子　

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

大
阪
市
西

成
区
で
十
代

で
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
母

か
ら
生
ま
れ
る
。父
親
は
在
日
コ
リ
ア
ン
２
世
。

　

子
ど
も
時
代
は
度
重
な
る
転
校
で
、
イ
ジ

メ
は
あ
た
り
ま
え
、
義
父
と
な
っ
た
男
性
か

ら
虐
待
を
受
け
、
18
歳
で
結
婚
し
た
相
手
か

ら
は
Ｄ
Ｖ
を
受
け
る
。

　

和
歌
山
女
子
刑
務
所
で
２
年
間
、
刑
務
官

と
し
て
働
く
。

　

１
９
９
５
年
、
フ
リ
ー
で
働
く
女
性
た
ち

の
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ａ
関
西
」を
設
立
。
現
、
代
表
。

　

著
書
に「
傷
つ
け
合
う
家
族

−

ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
乗
り
越
え
て
」「
囚

わ
れ
た
女
た
ち
」等
が
あ
る
。

主

催　

県
・
町
・
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会

問 

企
画
政
策
課 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

「
第
７
回
と
く
し
ま
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
」の
開
催

　

県
内
で
環
境
の
美
化
や
保
全
、
ご
み
の
減

量
化
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
問
題
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
皆
さ
ん
が
藍
住
町
に
集
結
し
、
情
報

交
換
や
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。                                   

日

時　

２
月
13
日（
日
）10
時
集
合

場

所　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

内

容　

▼
午
前（
受
付
10
時
か
ら
）正
法

寺
川
周
辺
の
清
掃　

▼
午
後　

表
彰
・
活

動
報
告
・
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー（
４
時
終
了
）

参
加
費　

一
般　

１
０
０
０
円

高
校
生　

５
０
０
円（
小
・
中
学
生
無
料
）

＊
参
加
費
は
昼
食
代
と
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
の
費

用
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
午
前

ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

実
施
主
体　

と
く
し
ま
環
境
県
民
会
議

（
事
務
局　

県
環
境
首
都
課
☎
６
６
４
・
６

０
１
５
）

問 

生
活
環
境
課　
（
☎
６
３
７
・３
１
１
６
）

～いじめ相談窓口～
　小

しょう

・中
ちゅうがくせい

学生の皆
み な

さん、今
い ま

、いじめなどで困
こ ま

ったり、悩
な や

んだりして
いることはありませんか。一

ひ と

人
り

で悩
な や

まず、ちょっと話
はなし

をしてみませ
んか。心

こころ

が少
す こ

し楽
ら く

になりますよ。

教
きょういくいいんかい

育委員会のほかにも次
つぎ

のような相
そうだんばしょ

談場所があるのでご利
り よ う

用ください。

藍
あいずみちょうきょういくいいんかいがっこうきょういくか

住町教育委員会学校教育課     （☎６３７・３１２８）             
相
そ う

談
だ ん

時
じ

間
か ん

（月
げ つ

〜金
き ん

）　　　　午
ご

前
ぜ ん

８時
じ

３０分
ぷ ん

〜午
ご ご

後５時
じ

相　談　窓　口
そう　　　 　だん　　　 　まど 　　　　ぐち

相談事項 設置場所 電話番号 所在地筆

い じ め
相 談

徳 島 県 立 総 合
教 育 セ ン タ ー ☎ 672・5200 板 野 町 犬 伏 字 東 谷 1-7

児童教育相談 藍 住 町 社 会
福 祉 協 議 会 ☎ 692・6222 藍住町奥野字矢上前 32-1

青 少 年 悩 み
ご と 相 談

板 野 西 部 青 少 年
補 導 セ ン タ ー ☎ 672・3454 板 野 町 町 民 セ ン タ −

ヤ ン グ
テ レ ホ ン

徳島県警察本部少年
サポートセンタ− ☎ 625・8900 徳 島 市 万 代 町 2-5-1

い じ め
ホットライン

徳島県警察本部少年
サポートセンタ− ☎ 623・7324 毎 日（ ２ ４ 時 間 対 応 ）

子 ど も
人 権 110 番

徳 島 地 方 法 務
局 人 権 擁 護 課 ☎ 622・8110 徳島市徳島町城ノ内 6-6

児 童 相 談 徳 島 県 中 央
児 童 相 談 所 ☎ 622・2205 徳 島 市 昭 和 町 5-5-1

子 ど も 何 で も
ダ イ ヤ ル

徳 島 県 中 央
児 童 相 談 所 ☎ 626・0874 徳 島 市 昭 和 町 5-5-1

家庭児童相談 徳 島 県 中 央
福 祉 事 務 所 ☎ 626・8716 徳 島 市 新 蔵 町 1-67

藤木　美奈子氏
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お
は
な
し
会

日

時　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

日

時　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

▲

１
月
26
日（
水
）・
２
月
９
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

日

時　

毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
　

２
月
３
日　

午
前
10
時
か
ら

〈
２
月
の
課
題
図
書
〉

　
「
狼
と
く
ら
し
た
少
女
ジ
ュ
リ
ー
」

ジ
ー
ン
・
ク
レ
イ
グ
ヘ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

　

◆
休
館
日 

●
毎
週
月
曜
日

●
祝
日

　

２
月
11
日（
金
）

●
図
書
整
理
日（
第
３
木
曜
日
）

１
月
20
日（
木
）

問 

図
書
館 　
　
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
藍
と
舞
」
コ
ラ
ボ
展 

藍
の
家
具

　

徳
島
伝
統
産
業
で
あ
る
阿
波
藍
と
、
か
つ

て
の
日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木

工
、
二
つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未

来
形
藍
の
家
具
の
展
示
即
売
を
開
催
中
で
す
。

場　

所　

藍
の
館　

西
寝
床

主

催　

舞
工
房（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０
・

７
１
６
９　

担
当　

多
田
）

▼
第
１
日
曜
日　
　
　

琵
琶
演
奏
体
験

▼
第
１
月
曜
日　
　
　

ぞ
め
き
演
奏

▼
第
２
日
曜
日　
　
　

尺
八
演
奏

▼
第
３
日
曜
日　
　
　

琴
演
奏
体
験
学
習

▼
第
４
日
曜
日　
　
　

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

問 

藍
の
館 　
　
（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

チ
ッ
プ
材
（
堆
肥
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

剪
定
枝
葉
材
に
よ
る
手
作
り
の
チ
ッ
プ
堆

肥
で
す
。

　

家
庭
菜
園（
花
壇
）

等
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

日

時　

毎
月
第
１

・
第
３
金
曜
日
午

前
８
時
30
分
～
11

時
30
分

場　

所　

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
チ
ッ
プ
場

（
東
中
富
字
長
江
傍
示
13
）

＊
袋
は
用
意
し
て
い
ま
す
。

＊
費
用
は
無
料
で
す
。

問 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
１
８
３
０
）

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
職
員
募
集

職

種　

①
総
務
・
事
務
・
そ
の
他
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
業
務
全
般
▼
②
伝
送
路
・
セ

ン
タ
ー
設
備
の
工
事
・
保
守
管
理
業
務

採
用
人
数　

若
干
名

勤
務
地　

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
㈱
・
本
社

採
用
試
験　

▼
１
次
試
験

平
成
23
年
２
月
上
旬　

一
般
教
養
・
論
文

▼
２
次
試
験　

平
成
23
年
３
月
上
旬

　

面
接（
１
次
試
験
合
格
者
）

採
用
時
期　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

（
試
用
期
間
あ
り
）

待

遇　

当
社
規
定
に
よ
る
有
給
休
暇
・

社
会
保
険
あ
り

応
募
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

職
種
１　

特
に
な
し
、
日
商
簿
記
検
定
３

級
以
上
あ
れ
ば
な
お
可

職
種
２　

特
に
な
し
、C
A
T
V
関
連
資

格
あ
れ
ば
な
お
可

受
付
期
限　

平
成
23
年
１
月
31
日

応
募
方
法　

受
付
期
限
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
㈱
宛

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
方
法
で
の
応
募
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問 

藍
住
町
東
中
富
字
朏
傍
示
15

−

１

　
　

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社

（
☎
６
９
２
・
８
２
２
３
）

N

県道松茂吉野線
テナント テナント

敷地団地

チップ場
セブンライス
工業㈱
長江ソーコ

婦人服店

ユニクロ

四国
銀行

周辺案内地図

日

時　

１ 

月
21
日（
金
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー︹
役
場
４
階
︺

受
講
料　

無
料

対
象
者　

町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

講

師　

野
口　

登
志
子
さ
ん

演

題　
「
女
性
と
人
権
」

申
込
方
法　

今
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
教
育
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主

催　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　

町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

 

第
６
回 

藍
住
町
人
権
講
座

　日本政策金融公庫は農業向け制度資金を取扱っています。
◉２月15日、16日に国産農産物等の展示商談会「アグリ

フードEXPO大阪2011」を開催します。詳しく
は次のURLをご参照ください。

　http://www.exhibitiontech.com/afx/index.html
◉農地・機械取得等にご利用いただけるスーパー

Ｌ資金や農業セーフティネット資金、また、
無利子の農業改良資金等ご用意しています。

◉お問い合わせやご融資の相談は公庫窓口等で受
け付けています。
問  日本政策金融公庫徳島支店農林水産事業

　　（☎656・6880）

日本政策金融公庫からのお知らせ
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

１月17日 月 午後９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
折り紙

１月19日 水 午後９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月19日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

１月21日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月24日 月 午後９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月24日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康の話（保健センター）

２月１日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康の話（理学療法士）

２月２日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

２月７日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

戸井　　操枝 75歳 徳命字元村東
髙田　ヱイ子 80歳 奥野字山畑
藤原　テル子 88歳 矢上字安任
津田　　宏平 65歳 勝瑞字成長
山口　　　實 80歳 勝瑞字東勝地
藤本　　髙德 81歳 徳命字前須東
平島　　和一 83歳 矢上字安任
久次米　武男 63歳 乙瀬字青木
仲澤　　長子 76歳 住吉字神蔵
高橋　　政好 95歳 東中富字龍池傍示
上栗　　　勇 85歳 奥野字矢上前
寺岡　ヲイシ 101歳 勝瑞字正喜地 
加藤　イワ子 94歳 東中富字大塚傍示
田村　　幸雄 84歳 乙瀬字出来地
小泉　　梅子 94歳 矢上字春日
森田　　克己 82歳 笠木字西野
福原　　初子 68歳 乙瀬字出来地

地域の子どもは、
　　　　地域で守り育てましょう

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん 12月12月こんにちは赤ちゃん

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

あいずみ俳壇

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）
佐々木　悠隼 （は る と） 男 靖 典 ・ 美麻子 富吉字中新田 
佐々木　絢柊 （あ や と） 男 靖 典 ・ 美麻子 富吉字中新田
近藤　　来希 （ら い き） 男 慶 典 ・ 瑞 穂 富吉字地神
坂本　　悠真 （は る ま） 男 篤 史 ・ 美 江 住吉字神蔵
森　　飛悠雅 （ひゅうが） 男 耕 平 ・ 志 奈 富吉字穂実
神野　　　颯 （は や と） 男 烈 ・ 知 子 住吉字藤ノ木
中野　　来愛 （く れ あ） 女 譲 次 ・ 恵 美 勝瑞字正喜地
田村　　心寿 （み こ と） 女 理 ・ 夕 紀 奥野字原
安友　　　健 （た け る） 男 健 作 ・ 仁 美 徳命字元村東
鈴木　　晴愛 （せ な） 女 洋 輔 ・ 万 由 矢上字北分
澤　　　加恋 （か れ ん） 女 義 雄 ・ 博 子 住吉字江端
中川　　なな （な な） 女 龍 司 ・ 瞳 徳命字元村東
富田　　理亮 （みちあき） 男 卓 朗 ・ 弥 生 矢上字北分
富田　　柊子 （と う こ） 女 卓 朗 ・ 弥 生 矢上字北分
佐藤　　聡磨 （そ う ま） 男 弘 幸 ・ 康 江 奥野字原
山口　　風香 （ふ う か） 女 順 史 ・ 和 代 住吉字千鳥ヶ浜
髙島　　結心 （ゆ な） 女 淳 平 ・ 奈 穂 住吉字藤ノ木
中村　　　守 （ま も る） 男 富 成 ・ 真 紀 笠木字東野
岸　　　咲月 （さ つ き） 女 克 紀 ・ 愛 富吉字中新田
松本　　空大 （そ ら） 男 拓 也 ・ 陽 子 徳命字前須東
豊川　　心菜 （こ こ な） 女 聡 史 ・ めぐみ 勝瑞字正喜地
山崎　　佑太 （ゆ う た） 男 泰 文 ・ 裕 子 富吉字中新田
山田　　大貴 （だ い き） 男 光 賢 ・ 尚 美 奥野字原
田原　　璃空 （り く） 男 大 資 ・ 翔 子 勝瑞字正喜地
元木　　亜海 （あ み） 女 優 ・ 麗 子 住吉字江端
湯浅　　成実 （な る み） 女 敏 史 ・ 奈 美 住吉字神蔵
逢坂　　愛莉 （あ い り） 女 和 也 ・ 美智子 矢上字川向
緒方　　　颯 （そ う） 男 恒 治 ・ 加奈子 奥野字原
松本　　悠弥 （ゆ う や） 男 輝 久 ・ 和 実 矢上字西
桝井　　美優 （み ゆ） 女 美 則 ・ 知 恵 徳命字名田
岡島　　波来 （な る） 男 秀 俊 ・ 愛 富吉字中新田
乾　　　　澪 （み お） 女 和 彦 ・ 一 美 徳命字元村

熱
燗
に
戦
語
り
て
泣
く
男　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田　

康
子

初
雀
両
上
り
た
る
神
苑
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
野　

智
子

熱
燗
や
男
友
情
深
め
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

善
子

夢
タ
ウ
ン
の
工
事
の
進
む
去
年
今
年　
　
　
　
　

佐
藤　

一
子

初
茜
溶
か
し
男
波
の
起た

ち
上
が
り　
　
　
　
　
　

安
芸　

節
子

持
ち
越
し
の
疲
れ
を
癒
す
初
湯
か
な　
　
　
　
　

一
宮
チ
エ
子

一
言
の
改
ま
り
た
る　

初
電
話　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

幸
子

子
の
婚
の
写
真
ひ
ろ
げ
て
お
正
月　
　
　
　
　
　

宮
本
よ
し
子

初
詣
で
米
寿
の
母
に
歩
を
合
は
す    　
　
　
　

  

秋
月　

秀
月

年
新
た
参
道
神
の
灯
を
連
ね　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

善
子

加
章

柿
の
内
大
き
な
笑
い
隣
家
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫　

水

藍芳園紫水　選
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12月22日水曜日 午前・午後 診察しています
12月29日～1月３日 年末・年始 休診します

西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８:45～12:00

14:30～18:30

予約専用電話 088-683-3381（ミミハイチバン）

等々…何でもお気軽にご連絡下さい

for safety and happiness

生命保険・損害保険・無料相談

藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●
さい
談

名田橋 四国三郎

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

株式会社

（088）
A S K

あなたの街の保険屋さん

678‒6502

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

特定健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

後藤工業後藤 工業後藤工業

℡088-693-4515

希 望 を か た ち に ! !
鉄加工・溶接・オーダーメイド

町
立
図
書
館

ヤ
マ
ダ
電
機

フ
ァ
ミ
リ
ー
両
国

ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ

コ
ー
ナ
ン

デ
オ
デ
オ

メガネ
の池田

徳島自動車道

ケーズ
  デンキ

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

伊
藤
ケ
ン
ゾ
ー

診
療
所

●

● ●
●
●
●

●

●●●

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

藍
住
町
の
特
産
品

       

レ
ン
コ
ン（
蓮
根
）  

　

藍
住
町
の
特
産
野
菜
と
い

え
ば
、『
春
に
ん
じ
ん
』で
す
。

ほ
か
に
も
肥
沃
な
土
と
温
暖

な
気
候
の
恵
み
で
た
く
さ
ん

の
お
い
し
い
野
菜
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
町
で
作
ら
れ
て
い

る
野
菜
を
旬
の
時
季
に
、
花
の
写
真
と
と
も

に
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
は
、お
せ
ち
料
理
で
食
べ
ら
れ
た『
レ

ン
コ
ン
』で
す
。
レ
ン
コ
ン
は
、
蓮（
は
す
）

の
地
下
茎
が
肥
大
し
た
も
の
で「
穴
が
あ
い

て
先
が
見
通
せ
る
」と
い
う
こ
と
で
、
お
せ

ち
料
理
、
慶
事
に
欠
か
せ
な
い
縁
起
の
良
い

水
性
野
菜
で
す
。
根
茎
だ
け
で
な
く
、
熟
し

た
実
や
若
葉
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

徳
島
は
、
茨
城
県
に
つ
ぐ
全
国
第
２
位
の

産
地
で
、
大
阪
中
央
卸
売
市
場
で
は
、
ト
ッ

プ
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
品
で
す
。
町

内
で
は
、
17
農
家
が
18
㌶
栽
培
し
、
生
産
量

は
県
下
で
第
５
位
で
す
。
旧
吉
野
川
南
岸
の

地
域
で
有
機
栽
培
等
に
よ
る
土
づ
く
り
を
行

い
、
減
農
薬
の
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
レ

ン
コ
ン（
主
な
品
種
は
金
澄
・
ロ
ー
タ
ス
ホ

ワ
イ
ト
・
備
中
）が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
６

月
～
８
月
ご
ろ
の
レ
ン
コ
ン
畑
で
は
、
茎
を

１
ｍ
以
上
も
伸
ば
し
葉
を

大
き
く
広
げ
、
大
輪
の
華

や
か
な
ピ
ン
ク
・
白
の
花

を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
ま
す
。

　

７
月
末
か
ら
早
堀
り
の

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
レ
ン
コ

ン
が
出
始
め
、
翌
年
の
５
月
下
旬
ご
ろ
ま
で

出
荷
は
続
き
ま
す
が
、
晩
秋
ご
ろ
か
ら
厳
冬

期
が
旬
で
、
粘
り
と
甘
み
が
増
し
て
ま
す
ま

す
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
栄
養
成
分
で
は
、

加
熱
し
て
も
壊
れ
に
く
い 

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

Ｂ
１
、
Ｂ
12
、
ム
チ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
、
亜
鉛
、

鉄
、銅
等
ミ
ネ
ラ
ル
の
栄
養
の
宝
庫
で
あ
り
、

食
物
繊
維
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

＊
レ
シ
ピ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

　

い
ま
す
。お
い
し
い
体
験
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
簡
単
レ
ン
コ
ン
料
理

　

●
こ
ん
が
り
レ
ン
コ
ン
お
焼
き

　

●
あ
っ
た
か
レ
ン
コ
ン
ス
ー
プ

問 
建
設
産
業
課  

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）
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